
ＮＯ．２８２      品川駅北周辺 地区（組合施行）

計画地

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

道
路

放射第１９号線

都市高速鉄道第１号
線分岐線

都市高速鉄道京浜急
行電鉄湘南線

北

南

街
区

建築面積

北 約１，４００ ㎡ ―

南 約３，１００ ㎡ ―

街
区

建築敷地面積 備考

北 約２，５００ ㎡

南 約４，０００ ㎡

都市計画決定

品川駅北周辺地区第一種市街地再開発事業 約０．７ha

(しながわえききたしゅうへん)

１　計画の概要

港区港南二丁目、高輪二丁目の各地内

計画の概要

約０．７ha ―

― ―

２　都市計画の内容

　当地区は品川駅北周辺地区内の国道１５号に面し、JR高輪ゲートウェイ駅と高輪地区をつなぐ位置
にありながら、奥行きが狭く敷地が細分化されており、駅前としての賑わい形成が乏しく、旧耐震基準
建物を含む築年数の古い建物も多いことから、耐震性の強化やオープンスペースの不足などが課題
となっている。そこで本事業においては、地区内の細分化された敷地を集約し、広場等の公共的な施
設の整備や土地の高度利用を図ることにより、JR高輪ゲートウェイ駅及び品川駅北周辺地区と高輪
地区とのつながりを強化し、エリア全体の都市機能の更新を実現する。

約２６，６００㎡（約２４，０００㎡）

建築物の整備

公共施設の
配置及び規模

備考

一部拡幅別に都市計画において定めるとおり

都
市
高
速
鉄
道

建築敷地と重複する区域にお
いて立体的な範囲を設定

別に都市計画において定めるとおり

別に都市計画において定めるとおり

街
区

建蔽率 容積率
建築物の

高さの限度

延べ面積(容積対象)

建築敷地の
整備

・広場、緑地、歩道状空地及び歩行者通路を整備する。
・都市高速鉄道を整備する立体的な範囲の設定に基づき、建築敷地の一部を複合的に利用する。
・建築物の外壁、これに代わる柱又は門若しくは塀は、計画図に示す壁面の位置の制限を超えて建築してはならない。
　ただし、次の各号のいずれかに該当する建築物は、この限りではない。
　１ 歩行者の回遊性及び利便性を高めるために設ける歩行者デッキ、階段、エスカレーター、エレベーター並びにこれらに
設置される屋根、柱、壁その他これらに類するもの
　２ 歩行者の快適性及び安全性を高めるために設ける屋根、ひさし、落下防止柵その他これらに類するもの

整備計画

令和４年１０月１２日　港区告示第２８７号

主要用途

― ―
高層部：１１５ｍ
中層部：５０ｍ

―

壁面の
位置の限度

住宅建設の目標

―

約３９，９００㎡（約３５，３００㎡） ―

宿泊、店舗、駐車場

業務、住宅、店舗、
駐車場



品川駅周辺地区
4－2

B 約０．３ha ９５０％ ８０％ ６００％ １，５００㎡ １１５ｍ

4－2
C 約０．４ha ８９０％ ８０％ ６００％ １，５００㎡ １１５ｍ

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

住宅戸数

駐車場

事業認可 総事業費

年　月　日

令和元年１１月１４日

令和４年１０月１２日

３　地区計画（再開発等促進区を定める地区計画）

地区名 面積
容積率の
最高限度

建蔽率の
最高限度

容積率の
最低限度

敷地面積の
最低限度 高さの限度

平成２８年４月１９日　東京都告示第８６２号
令和４年６月１７日　東京都告示第９４１号（変更）

４　事業計画の概要

６　位置図

品川駅北周辺地区第一種市街地再開発事業　都市計画決定

用途

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

品川駅北周辺地区市街地再開発準備組合設立



８　完成予想図

７　区域図


